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曇
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難
提
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「増

一
阿
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経
」
の

現
存
経
に
つ
い
て

割

田

剛

雄

一

増

一
阿
含
経

の
翻

訳
者
に

つ
い
て
は
曇
摩
難
提
訳
出
説

と
、
僧
伽
提
婆
改

訳
説
と
が
あ
り
、

従
来
、
難難
提
訳
出
本

は
散
侠
し
て
し
ま

つ
た

と
さ
れ
た
。

水

野
弘
元
博
士
は

こ
の
散
侠
し
て
し
ま
つ
た
と
言
わ
れ
る
曇
摩
難難
提
訳

「
増

一
阿

含
経
」

の
う
ち
の
幾

つ
か
が
、
他

の
訳
出
者
の
名

の
も

と
に
、
単

独
経
典
と
し

て
別
出
さ
れ
て
現
存

し
て
い
る

こ
と
を
論
証
さ
れ
、
初

め
十
七
経

を
示
さ
れ
、

近
年
刊

行
さ
れ
た
国
訳

一
切
経

「
増

一
阿
含

経
」

の
解

説

の
な

か

で
、
更

に

「
八
関
斎
経
」
を
加
え
ら
れ
、

合
計
十
八
経

と
さ
れ
た
。

博
士
は
そ
の
論
証
め
論
拠
と
し

て
、
(
1
)
「
経
律
異

相
」

の
中

に
増

一
阿
含
経

と
し
て
引
用
さ
れ
た
十
五
例

の
う
ち
、

四
例

の
み
現
存

の

「増

一
阿
含
経
」

に

相
当
経
を
見

い
出
し
、

他

の
十

一
経
は
見

い
出
せ
な
い
こ
と
。
曇
摩
難
提
訳
と

み
な
さ

れ
る

「
中
阿
含
経
」

に
は
共
通

の
独
特

の
経
典
形

式

が

あ

り
、

<そ

の

独
特
の
形
式

と
い
う
の
は
経
首

が
「
聞
如
是

一
時
、

婆
伽
婆
、

在
…
…
」

で
始

(
1
)

ま
り
、
経
末

が

「
聞
世
尊
所
説
、

歓
喜
奉
行
」

で
終

つ
て
い
る

こ
と

で
あ
る
>

と
指
摘

さ
れ
、
続

い
て
、

<殊

に
こ
の
よ
う
な
経
末
を
有
す

る

経

典

は
、

こ
の

一
類
経

以
外

に
は
、

一
切
経
数
千

の
経
典

中
に
全
く
そ

の
例
を
見
な

い
も

の
で

(
2
)

あ
る
>

と
さ
れ
、

「
増

一
阿
含

経
」

の
場
合

に
も
、

同
じ
く
共
通

の
独

特

の
訳

語
訳
風
、

<「
聞
如
是
、

一
時
婆

伽
婆
、

在

…
…
」

で
始

ま

り
、

「
聞
仏
所
説
、

(
3
)

歓
喜
奉
行
」
で
終

つ
て

い
る

の
で
あ

る
>

と
さ
れ
た
。
(
2
)
更
に

こ
れ
ら

の
相
当

諸
経
が
い
ず
れ
も
曇
摩
難難
提
訳
と
さ
れ
ず
、
安
世
高
や
竺
法
護
等
の
訳
者
名
の

形
で
現
行
し
て
い
る
の
は
、
出
三
蔵
記
集
以
下
の
信
頼
す
べ
き
諸
経
録
で
は
、

訳
者
不
明
の
失
訳
経
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
長
房
録
あ
た
り
よ
り
、
他
の
訳
者

名
が
付
与
さ
れ
、
今
日
に
い
た
つ
て
い
る
た
め
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
論
拠
に
合
致
す
る
経
典
と
し
て
、
前
述
十
八
経
が
曇
摩
難難
提
訳

「増

一
阿
含
経
」
の
現
存
経
と
し
て
、
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
 
と
こ
ろ
で
、
こ
の
水
野
博
士
所
論
の
論
拠
を
満
足
す
る
も
の
と
し
て
、
更

に
二
経
典
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
法
炬
訳

「群

牛
響
経
」 
一
巻
と
、
曇
無
蘭
訳

「大
魚
事
経
」 
一
巻
と
で
あ
る
。

法
炬
訳

「群
牛
響
経
」
(大
正
蔵
(
4
)
八
〇
〇
b
-
c
)
の
経
首
お
よ
び
経
尾

は

「聞
如
是
、

一
時
婆
伽
婆
。
在
舎
衛
城
、
祇
樹
給
孤
独
園
…
…
聞
仏
所
説
、

歓
喜
奉
行
」
で
あ
り
、
経
典
形
式
の
訳
語
訳
風
が
合
致
す
る
。

訳
出
者
が
法
炬
に
比
定
さ
れ
る
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
出
三
蔵
記
集
巻

四
、
新
集
続
撰
失
訳
雑
経
録
第

一
で
は

抄
犠

群
牛
響
経

一
巻

と
示
さ
れ
、
何
阿
含
経
の
抄
で
あ
る
の
が
未
詳
だ
が
、
阿
含
経
典
の
一
部
で
あ

る
之
と
だ
け
は
僧
佑
も
認
め
て
い
た
訳
で
あ
る
。
法
経
録
巻
三
異
訳

の
部
で

は
、
群
牛
響
経

一
巻
そ
の
他
を
あ
げ
た
の
ち
、
<右
十
八
経
並
是
増
一
阿
含
別

(
5
)

品
異
訳
>

と
し

て
、
訳
者
は
示
さ
ず
、
増

一
阿
含
経

の
異

訳
経
典

で
あ

る

こ
と

の
み
を
明
記

し
て
い
る
。

こ
の
点

に
関
し

て
附
言
す
れ
ば
、

こ
の
法
経
録

の
記
載

の
時
点

で
、
既

に
別

の
纒

つ
た
形

で
の

「
増

一
阿
含
経
」
が
存
在
し
た
か
ら

こ
そ
、
異
訳
単
経

と
し

て
群

牛
響
経
が
記
載
さ
れ
た
と
言

い
得
る
わ
け
で
あ

り
、

そ

の
纒

つ
た
形

の

「増

一
阿
含
経
」
と
は
、

と
り
も
な
お

さ
ず
、

僧

伽
提

婆

改
訳

「増

一
阿
含

-655-



経
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

彦
珠
録
巻
二
で
も
法
経
録
の
記
述
を
継
承
し
、
訳
者
未
詳
、
増

一
阿
含
別
品

(
6
)

異
訳
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
内
典
録
巻

二
に
な

る
と
、

法
炬
訳
出
経

の
な
か
に

<群

牛
響
経
二

(
7
)

巻
 
出

阿
含
>
と
し

て
、
始

め
て
翻
訳
者
を
法
炬

に
あ

て
て
い
る

の
で
あ
る
。

(
9
)

そ
し
て
武
周
録
巻
八
、

開
元
録
巻

二
で
は

い
ず
れ
も
法
炬
訳
出
経

の
項
目
中

に

入
れ
、
両
経
録
と
も

に
、
長
房
録

に
よ
つ
た
と
明
示

し
て
い
る
。

曇
無
蘭
訳

「
大
魚
事
経
」
(
大
正

蔵
(
4
)
八
〇
〇

c
-
八
〇

一
a
)

一
巻

に

つ

い
て
も
同
様

の
こ
と

が
言
え

る
。
即
ち
、

<聞
如
是
、

一
時
婆
伽
婆

在

舎

衛

城

(
1
0
)

…
…
聞
仏
所
説
、
歓
喜
奉
行
>
と
あ
り
、
訳
経
録
に
つ
い
て
も
、
出
三
蔵
記
集

(
1
1
)
 

(
1
2
)
 

(
1
3
)

巻
四
・
新
集
続
撰
失
訳
雑
経
第

一
で
も
、
法
経
録
巻
三
、
彦
踪
録
巻

一
で
も
失

(
1
4
)

訳
経

と
さ
れ

て
い
る
。

し
か

る
に
内
典
録
巻
三
に
お

い
て
、

は
じ
め

て
曇
無
蘭

(
1
5
)
 

(
1
6
)

訳
出
経
の
な
か
に
数
え
ら
れ
、
以
後
、
武
周
録
巻
七
、
開
元
録
等
に
お
い
て
、

い
ず
れ
も
曇
無
蘭
訳
出
経
と
し
て
長
房
録
の
訳
者
決
定
を
継
承
し
、
そ
れ
が
今

日
に
い
た
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
群
牛
響
経
と
大
魚
事
経
の
二
経
は
、
信
聞
時
主
の
四
成
就
に

つ
い
て
の
曇
摩
難
提
独
特
の
訳
語
訳
風
が
あ
る
こ
と
、
更
に
、
当
初
、
訳
者
未

詳
と
さ
れ
な
が
ら
、
年
代
を
経
た
の
ち
の
長
房
録
に
な
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
法
炬

訳
、
曇
無
蘭
訳
と
さ
れ
る
に
至
つ
た
変
遷
の
過
程
は
、
水
野
博
士
所
説
と
全
く

同
趣
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
経
が
博
士
所
説
の
論
拠
を
満
す
意
味
で
、
曇

摩
難
提
訳
増

一
阿
含
経
の
現
存
経
典
の
一
つ
と
し
て
、
先
の
十
八
経
に
加
え
ら

れ
、
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

次
に
敦
煤
出
土
の
ス
タ
イ
ン
本
の
な
か
に
、
曇
摩
難
訳
増

一
阿
含
経
と
い

う
経
典
名
が
見
い
出
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
即
ち
斯
坦
因
劫
経
録
N
o
.

3288
2に

<増

一
阿
含
経
七
日
晶
第
光
八
巻
卦
四
前
秦
曇
摩
難
訳
>
と
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
内
容
を
検
討
す
る
と
、
経
典
の
前
半
は
明
ら
か
に
密
教

系
の
内
容
で
あ
り
、
フ
イ
ル
ム
N
o
.
 
1
8

V

の
個
所
に
、
<金
剛
頂
喩
伽
念
諦
軌

儀
寛
>
と
示
さ
れ
、
<残
り
フ
ィ
ル
ム
一
コ
マ
分
が
他
種
経
典
の
断
片
と
な
つ
て

い
る
が
、
こ
れ
も
般
若
波
羅
蜜
、
忍
辱
波
羅
蜜
等
が
説
か
れ
、
増

一
阿
含
経
の

断
片
と
は
思
わ
れ
な
い
。
更
に
増

一
阿
含
経
七
日
品
第
計
八
云
々
の
経
典
名
が

九
行
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
し
て
、
ど
う
も
、
経
典
名
を
列
挙
し

た
だ
け
と
思
わ
れ
る
。
従
つ
て
、
積
極
的
な
資
料
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
も
、

少
く
と
も
、
敦
煙
本
所
収
の
こ
の
時
点
で
は
曇
摩
難
提
の
名
前
の
も
と
に
流
布

し
て
い
た
増

一
阿
含
経
が
あ
つ
た
こ
と
の
み
は
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
現
存
増

一
阿
含
経
中
の
七
日
品
は

<七
日
品
第
四
十
の

(
17
)

一
、
巻
三
十

四
>

で
あ
る

こ
と
、

ス
タ
イ

ン
版

の
記
述

と
巻
数

で
は
合
郵

し
つ

つ
、
数
え
方
が
相
違
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

更

に
ス
タ
イ

ン
版
所
収

の
増

一
阿
含
経
断
片
は
他
に
も
、
N
o
.
 
0
3
8
0
,
 

0
4
9
5
,
 

4
0
1
0
,
 
5
0
8
1

等

が
見

い
出
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
大
正
蔵
所
収
本

に

完
全
に

一
致

し
て
い
る
。

(
1
)
・
(
2
)
「
大
倉
山
学
院
紀
要
」
第

二
輯
七

一
頁
。

(
3
)
 
同
八
二
頁
。

(
4
)
 
大
正
蔵
(
(
5
5
)

三
〇
頁
下
。
 

(
5
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

一
二
九
頁
中
。

(
6
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

二

六
〇
頁
中
。

(
7
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

三

三
八
頁
中
。

(
8
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

四
二
三
頁

中
。
 

(
9
)
 

大
正
蔵
(
5
5
)

四
九
九
頁
下
。

(
m
)
 
大
正
蔵
(
4
)
八
〇
〇
頁
下
-

八
〇

一
頁
上
。

(
11
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

三

七
頁

中
。

(
12
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

一
三

一
頁

上
。

(
13
)
 

大
正
蔵
(
5
5
)

一
五
四
頁
下
。

(
14
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

二
四
五
頁
中
。

(
15
)
 
大
正
蔵

四

一
一
頁
下
。

(
1
6
)
 
大
正
蔵
(
5
5
)

五
〇

三
頁
下
。

(
17
)
 

大
正
蔵
(
2
)
七
三
五
頁
中
。

曇
摩
難
提
訳

「
増

一
阿
含
経
」

の
現
存
経
に

つ
い
て

(
割

田
)
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